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１．概要（Summary ） 

FIB を用いてアルミ金属をエッチングし、平面上にスパ

イク構造を作製した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

集束イオンビーム加工観察装置(FIB) 

 

【実験方法】 

上記の装置を用いてアルミ金属をエッチングし、テーパ

ー状のスパイク構造ができる条件を探した。形状に影響を

与えるパラメータには、①加速電圧、②アパーチャー径、

③中心円の直径、④エッチング時間の四つがあり、これら

のパラメータを調整することでスパイク構造の作製を行っ

た。 

なお、アルミサンプルは結晶粒の小さなアルミが成膜で

きる、イオンビームスパッタリングによってシリコン上に成

膜したものを用いた。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

上記四つのパラメータを調整することで、テーパ状のア

ルミスパイク構造を作製することに成功した。下記に任意

の作製条件四つを記した表（Table. 1）及びそれぞれの

条件によって作製されたサンプルの SEM画像（Fig. 2）を

以下に示す。一般的に、アルミ金属のテーパー形状を

μmオーダーで作製することは困難であったが、FIB加工

によって作製が可能であることが今回の実験によって示さ

れた。 

 

 

 

 

 

Table.1 Etching condition of each sample. 

 

 

 

Fig. 2 SEM images of each sample. 

Top view (Left), Tilted view (Right). 
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